
  

【
作
者
】
良
寛
（一
七
五
八
～
一
八
三
一
年
）
江
戸
後
期
の
禅
僧
。
漢
詩
人
。
歌
人
。
越
後
国
（
現
・
新
潟
県
）
出
雲
崎
の
人
。
俗
姓
は
山
本
。
名
は
栄
蔵
、
後
、
文
孝
と
改
め

る
。
号
は
大
愚
。
諸
国
を
行
脚
、
漂
泊
し
、
文
化
元
年
、
故
郷
の
国
上
山
（
く
が
み
や
ま
）の
国
上
寺
（
こ
く
じ
ょ
う
じ
）
に
近
い
五
合
庵
に
身
を
落
ち
着
け
た
。
晩
年
、

三
島(

さ
ん
と
う)

郡
島
崎
に
移
っ
た
。
高
潔
な
人
格
が
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、
子
供
達
も
慕
っ
た
が
、
人
格
の
奇
特
さ
を
表
す
逸
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
、
遺
さ
れ

て
い
る
漢
詩
は
陰
々
滅
々
と
し
て
、
類
例
を
見
な
い
ほ
ど
暗
い
も
の
で
あ
る
。 

【語
釈
】＊
餘
生…

今
ま
で
過
ご
し
て
き
て
ま
だ
余
っ
て
い
る
人
生
。
年
老
い
て
か
ら
の
人
生
。
余
命
。  

＊
復…

ま
た
。  

＊
遍
界…

全
宇
宙
。
法
身
の
功
徳
が
あ
ま
ね
く

行
き
亘
る
世
界
。
法
界
。
仏
語
。  

＊
棄
身…

身
を
捨
て
る
。
一
身
を
投
げ
出
し
て
顧
み
な
い
。
世
を
の
が
れ
、
出
家
す
る
こ
と
を
謂
う
。 

＊
月
と
花…

自
然
美
。
風
雅 

【通
釈
】雨
が
晴
れ
、
雲
も
晴
れ
て
、
気
も
亦
晴
れ
て
。
（内
的
世
界
で
あ
る
）
心
が
清
ら
か
で
あ
れ
ば
、
全
宇
宙
の
（
自
分
に
と
っ
て
）外
界
の
物
体
が
み
な
、
清
ら
か
な
も
の
と

な
っ
て
く
る
。
出
家
し
て
世
捨
て
人
と
な
っ
て
、
閑
人
と
な
り
。
は
じ
め
て
月
や
花
と
い
っ
た
風
雅
な
（
四
季
の
環
境
で
、
）
老
い
て
か
ら
の
人
生
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ

た
。 


